＜事例研究＞クロスハンド・グリップを用いたゴルフスイング矯正の試み by 野呂 進 et al.




























































































図1　トラックマンおよびV1プロコーチングシステム （54 GOLF CLINIC提供）
事例研究





































































図3　被験者Nのインパクト後の肘の角度 （プレテスト） 図4　被験者Nのノーマル・グリップとクロスハンド・グリップの構え （Side View）
図2　被験者Nのトラックマンの成績
























































図5　被験者Nのインパクト直後ノー マル・グリップとクロスハンド・グリップ（Side View） 図6　被験者Nのインパクト直後ノーマル・グリップとクロスハンド・グリップ （Top View）
図7　被験者Nのプレテストおよびポストテストのグリップ （Side View） 図8　被験者Nのプレテストおよびポストテストのグリップ （Top View）
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付録
◎クロスハンド・グリップを用いた練習方法の
実践例
　専修大学の保健体育科目であるスポーツウ
ェルネスにおけるゴルフの集中授業において、
クロスハンド・グリップによる練習の実践を行
った。実践者として２名がノーマル・グリップ
とクロスハンド・グリップを交互に試打し、そ
の効果の確認を行った。
　図9および図10は実践者Aのノーマル・グリ
ップとクロスハンド・グリップの試打を比較し
たものである（Side ViewおよびBack View）。
Side Viewでは、ノーマル・グリップと比較し
てクロスハンド・グリップにおいて、インパク
ト直前においても左肩が下がっている状態が
見られる。これは、体の回転運動と同期すよう
にクラブヘッドが動いていることを示してい
ると考えられる。また、Back Viewにおいて、
クロスハンド・グリップではインパクト直後に
肘が伸びており、その後はスムーズに左肘が
折りたたまれていることが読み取れる。実践
者Aからは「クロスハンド・グリップはシャフ
ト、体、腕の動きが一体化する感覚があり、そ
れが大きなメリットに思う。クロスハンド・グ
リップの後にノーマル・グリップでスイングす
ると、体が先に開くような感覚があった。」との
感想を得た。また、実践者Bは「慣れていない
ためにやりづらさを感じるが、それでもボール
はノーマル・グリップと変わらずジャストミー
トすることできている。インパクトポイントが
安定し、クラブヘッドが綺麗に抜けてボールが
真っ直ぐ飛んで行っている。左肘の使い方を
学習するために、使いやすい練習方法と思う」
との感想を述べた。今後のゴルフの授業にお
ける、有効練習方法の一つと言えるだろう。
図9　ノーマル・グリップとクロスハンド・グリップによるスイング （実践者A）
図10　ノーマル・グリップとクロスハンド・グリップによるスイング （実践者A）
上段：ノーマル・グリップ、下段：クロスハンド・グリップ （Side View）
上段：ノーマル・グリップ、下段：クロスハンド・グリップ （Back View）
